
第三愕郵便狗認可

　

昭和４８年１月１３日

H ･ S K

目

ＨＳＫ通巻μ∂号

次

　

一一一一一

◆

　

き

　

び

　

し

　

い

　

世

　

の

　

中・・・・・・・太

　

田

　

隆

　

男・・・・１

◆大動脈炎症候群（脈なし病）の歴史・・・・原

　　

た

　　

か●●●・２

◆

　

大動脈炎症候群になってからの私・・・・・国

　

安

　

紀

　

子・・・・４

◆私の体験記・●●●●●●●●●●山

　

本

　

八重子･ ≫･ ･ 5

◆

　

病

　

気

　

と

　

と

　

も

　

に

　

生

　

き

　

て・・・丸

　

山

　

典

　

子・・・・７

◆

　

大動脈炎症候群になって・●●●●●I●●●藤

　

原

　

コ

　

ト●・●.‥･８

◆

　

お

　

手

　

紙

　

有

　

難

　

う・・・・・・・・・鈴

　

木

　

貞

　

男・・・1 0

◆

　

難病連全道大会に参加して・・・・・・・・田

　

中

　

栄

　

喜・・・１１

◆

　

多発性硬化症(MS)初の医療相談会間かる！・・●●●●●●・１３

◆

　

医療相談会のテープがあります●●●●●●●●●●●●●●●・１５

◆

　

難病センターの宿泊施設の利用について・●●●●●●●●●●・１５

◆

　

医療相談会のおしらせ・●●●●●●●●●●●●●●●●●●・１６

◆新会員ですどうぞよろしく・？●●●●●●゛゛●●●゜●●●・１６

◆

　

会費納人のお願い・●●●●●●●●●●●●●●●●●●●●・１６

◆編

　

集

　

後

　

記●●●●●●●・●●●●●●争●●●●●●●・１７

「------〃－－－ＷＷ--Ｗ〃-皿--〃-四― . ―. ― ―> _ ^ ^

編 集 人 昔人参加難病患者の会「あすなろ会」

〒０６４札幌市中央区南４条西ＩＯ丁目

北海道難病センター内

　

太

　

田

　

隆

　

男

TEL

　

。(011)51 2-3233

発行

　

人

　

北海道身体障害者団体定期刊行物協会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

神原義郎

発

　　　

行

　　　

昭和５８年１２月１０日

　

第３７号タ

　　　　　　

（毎月１回ＩＯ日発行）１郎

　

ＩＯＯ円

l,____ . ,.. ,･･四－－－Ｉ－－－－－ｗｌｗ㎜---------･-」



きびしい世の帆図柄会修太。隆男

｢臨ｙ,４磯回曲に嚇ゴば獅、

　　　　　　　　　　　　

功か卸申し旅昧乱」

再5さ励ご疋心皿動政痴肺｡な家薦汲して回尉叱四月ｒがしいt£

の吋忿ってまいりまLだ。

　

マスニＥ知ｋズ「幼哺珈細ま浩タほさい･」乙容芯弟賦とケ

しズこの記碁こ火二分;平疑で紅ろよ休忿染のざし功。

　

鳶似５県ではmsfm＼でして戸すごぴ柵眠僧姦ぐ一価5ができ4jと。

皿紀しおﾆﾆ琢次

なっ励吟口ふてii鰍謳ｈ咽入しか紀包じび永ぺ、疋､ｙ匈し

於と:しこい封。却防蝉6肺｡勿聊紺珊釦満加紬ﾛ愕齢りまφも。

　

珍図丿吻輪虫吻にしましてq哺領鑓班め可る狗絲渕噴廊駆乙

閻す礪臓ｂ澗戦､り琢刄C岬卜行輿陥け。

　

牙訳吟ば吟却咄ヱい

私収硬細朔叫時だの勧心会わｄらに鮒涼と奢りへ｡纏り駈昧二にこヽ

い附き､r’癩Ｋ福軋の越總ケつなり喘を綸命廓海力俯邱二･・

刈抄喇旅よろし栄洙中吋ます。

　

対晴斟湘蝉6聯嚇し拡。

前哨で転よ侮し励ぐ絢春ろぶ神にり勃榔噺噸険妬ｇ奮参暗し

た。心鯖釦湯としまじび９ﾃﾞに句胆疋こと″玲も心価まち

　

水遡轍ぶ哨胸廓ぶら祀防く謔旅廊逸沁って郎弱敵へ轟哨に

黛ｔj=瀬い飢打借家

　

そしてｰﾒＭr卵瘤４賦心誦=の今函七:し

て瞰すとあ哨齢勣1す力唾iゐｊ鋤佑力匹友大き7絢扮丿沙世

ん゛産訟政Ｖ匹「⇒畝皿でヽ旦加鯵勁共盈

点四きﾀｼにし･協次忽路拍にじてまjり紅’印衣T。斟的映じて防･。

　　

鳶さきびゅり其紀１吻セた々火鳶心ざり昔しかｹ。
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大動脈炎症候群（脈なし病）の歴史
厨

　

た加

難病ではあるが、人ICよって重症、軽症とかあ石一生洽'らない、治療1111ないといっても、現

/TiIST･あ4-=l･･6i“゛'ﾐｰ●●－

　

・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　

－在の医学では刈加療法によって、生活に差｡支えないimtc泊りうるものであるから

、
メージで前途を悲観してもら。ては凩る。

､芦的からのイ

「脈なし心、これは現蜀Å;動脈炎症岐liといっているか、その歴史をたどると明冶４１隼九大の

高安教授（眼科）か限底血管の異常を示す症例発表をした。その険､大西教授（金沢医大）力倆変・

のある患者は脈かふれなりという追加論文を発友した。それＵ後高安・大西動脈炎とｇわれた。

Ｕ来眼科の病気とされていた。若い女性IC多か。た。

　

昭和２５、６年Ｕ後泗水・佐野（東大JI緻授か、若いｋ性で眼底の所見、失神の発作を起す肉

気で動脈の炎症の彦i見かある所から「脈なし病」と名づけた。外国には少なく東洋、特に日本人

に多く、フィリピン。印度でも発見される。恵者は鎖骨下頚動脈災症と血管狭窄をおこしている

ことかわかった。原因としては、桔咳の症状を示すし、ll本人に多いことから結植原囚説が有力

になって世界的IC注目された。

　

東大笑甘内科で診た慰者でＪ田内科lc侈った心臓弁膜症の患者６ﾀ1礒解創々!、りウマチ性心機

哨というのが大動脈炎症をおこしていた。それは何故なのヵ1ということで注目されはじめた。大

ihＳ3４S躬f』●l●ヽよ９●’･-‘動脈逍影をljじめるようICなって、高血圧症状をなこしている脈なし病皿老かみられた

｝1･」.●d●.ﾐ･●・J.
上川・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

.-.w－f /･9h-●」一μＭ’水教授吸全身の人勅脈にみられる特興な病気ということでr大動脈炎症候11Jと名づけた．

　

HU If1りり　i･●’･.ご･｀-１’川和3 7,8年なi東人上UI内斜（第二内1嗜）で本格的icm兇かはじまつた

　　　　　　　　　　　　　　　　　

■' ■' ^ -"'―I n T/ I.･?-Tni'‘μし叩l刄刀りＪじｌつた．症砂として弁膜の

異常、血沈の凡退、白血球の増加．炎症、微烈11状をともなうことかわかった．

自己免痕庚思で
(i tr(八もゝ●£･IS1ふ1↓12-｀･‘一‘はないか、抗原抗体反応ICよって歯】曹異常をおこすのでljないヵl等の説かあった

　　　　　　　　　　　　　　　　　

-，‥･-，一一-・-･ヽ･･･4・■w＼^りＳ刀sゐつた・当●S碇例lj恥
数例ICすぎなかった。治療法として自己免疫疾患としてステロイドを使用。結果として延命効果

かあった。

畠ｉ呪1禽の患者の･tucも、雁●のはっきりした高､血IE症とljつきりしない高血圧症かあるか｡

|･;t閃のはっきりしない若年性高血圧症の巾に丹動脈狭窄によるのか多かった。腎動脈造影の結

果、大動脈炎症陸将を発見しているのである。これには外11的治療法かとられる。

　

外国では動脈世化、筋肉肥大の特殊性かある。このよう4こ症状か実に多様で眼庭病変を示す患

者は少なく、むしろｰ一郎の痢変を示すものとさ41た。剛和４２，３年まで上ｍ敏授か中心1こなっ

て研兇がすすめられた。４３年退官険康京女r･医人|て侈り、冠状動脈、肺動脈叱も恥変かおきて

いることをかなりの症例からみっけている。脚変は人動脈から肺動脈までもおこりうるというこ

とSこなってきた。これは･あくまでーつのｇﾐ状であり。全身の血ｎに病変がおこりうるということ

である。どこIC病変がおこるかわからないことICなる。

一.Ｚ－



　

しかし症伏として現われやすいのlj、fl^l'^ K4)i脈、腕頑勣脈碍で狭窄かお＆ると､I脈がふれｆ、

手足か冷たく、チアノーゼがおきてくる。ii状動脈、腎動脈、腹郎大動脈等の狭窄がおきるのに

lj注､＆しなければならない。腎動脈砧jｔは為血il:≪i£状となり､脳出血をお乙しやすくなる。治療法

としてはステロ･fドで炎症安定!｡てから、人工血竹等による外科的手術か行かれる。SliのμJ変が

吐目されljじめたのは4 2.3年嘲であり。帖核説・ビールス説か完全Ｋ否定できなくなった。

　

女性ホルモン説は。東京医科歯科大郁三内科島本多喜雄教授が、高血圧研究から女性ホルモン

を測定した。これはウサギ等で実験tへ女性ホルモン瞳を調節すると､脈なし膚|こにた血管の障・か

起きることに気づき、脈なし臍患者の尿中ホルモン皿を測定した所。プロゲストロン（黄体ホル

モン）岫か少なく、一方エストロゲン（卵胞ホルモン）がいっも異常に多いことかわかった。プ

ロゲステロンlt脳1ご作用してエストロゲンの分泌を押えることがわかっているので、患者にプロ

ゲステロンを､一日２５ミりずっ注射した所、血沈、息礎体楓。エストロゲン量などか£常に戻り。

体の具合も｡よくなったとの報告がされている。原因究明はまだこれから手をつけねばならないが、

特冥性として東洋Å､の中でも､日本人若い女吐に多い。ベーチェット病の中に奴大動脈炎症候群が

みられることがある。叉なの病気とされる膠瞰晦にもっなかりかあるとみられる。冶療法として

はμ在では対症瞭法としてステロイドだ｡けであるか､根本的治裂法をみっけねばならない。今後の

課題である

これは４９年８月２７日北大循環器内科安田寿一敏授からお話しを同つてそれをまとめたもので

す。

　

こ湖嘔に1みなＭも1時じ･7･あ勿ﾝり勿助長原油幼徊疑似）

鋳代Ｋ埓峰匈嘱派り物９こしてまとれ謝ました松乃政一却耐。

湘細豺安り帯しり屈い申□=げ2扨ご戈=に又創釦略如言利鋤

|こ,大幼陶舗実包i^iiべＷ乱励,怜られま郭7でＪぶ下さい。

討物皺班紬輝加減1命

邱々=£=罫

究めてお便帆まf。

　

私は２ｏ？でﾒ働艇徊屍絆２Ｓ,て塀ねり循です。ｑ目ｒな.てから応た

か，部山朗鴎面匈畿ヽの仔豚洽曇ＳＱＩら外秘賢｢恥肴ろ軋｣の細査知明鴎

4媒衆Lていろ(野師ぷｒａ旅ら…ど有めら吋下朽ま糾l冷り少軟．

参･てみこまtた．梵jむμ↑釦錬んでい鳶珍訴･ら如LL･です，

　

々μヽら,-μはぽ1岬図ぶズいて北面1墟て行ひとﾆ帥95=い昿絢収す

－３－



　

以。

　

及:ち４ｒjj.秘コ司t篇陶肋嘩rく卵･ゐふケで･す1ロ，もしてう心

こyごなら1ず翻肋,冤りり妓いは吟ゐ脇:るぶ')§:y(X'-t4&<hしてね建な

いでしよう加。

　

々淑ど

　

’大輔馬齢諦／脚妙諦来ましたら一鰻へていた欧服応tJ

うか。

　

喬敗徊まぢってくだ禰ばＲぼりしすす，

4ﾋし1どこア浹右ざロ調L笞脊ぐとうか,Jろしくお頒凧応しづす。

ご･’J,姉ずG OFIP}^'は討1マフきます;顔覧碕ちし７し巧1･す。

加悦ま

　

こ沁○右ａ揖頑恥マ召ざき叫。昭砧9耶月２牛ら

淑磯廓隣。から陶。!ｒ々ｇｆ

　

心で彰匹慟脚磋?卿§釧ｊ､疋吻JTSぶりi12月の

ことも及曜切蛍5こシ，７々でしたがもう３恥たろ磋した，

冷封に月i砂ヽ,ぬ衣ｊしだ。imai^v-rm帰託厨泌脚涸卿た

め纏峨溌物価きシ筒司㈲絃績ホ紅だ。

４柵吻叫上位

　

２鮑

硝肥哉む素㈲りて

　

刄対だ２峻ﾒす叫庄了丈躬鯛7ま丿作で寥聴萍の･２日。心し

て破，

　

坤匹りずる心７仔切

の

　

剤祠家決ので倅齢μきず｡右切島専吐ｋ･４しｊしμ，

　

政しｱｲ岑|詐害r心｀ら雌四)回獣脂凋鮮ふこりχ四し～。

心卜でも硝餓陶淀がす嘔に乙て副紅い曲いり火。向勁k二

し愈又囃今べ若聊嘲肪呪

痴剛万べ以吏ほふ３耳紺嘲し鯖駄以上に畑症目鯛瞼囃

雌乖俤りました。后匍ずっらい靭一然徊lつたよ欠す，瓦して今

も糾噛綻対。冷弗ば

では癩㈲りずひ況鼎才ノイロ斑雌馳:なり封。ぢいごＧお=㈲

にか泌ぷ吋ｊん。

　

･伊沈ば

　

廳病巷ゐこと。ｉ剌幼豪喋Ｍ剱戚川丿拓らかlこと二。痴lt

φすぐ碑荷峠勤台t･ごと，なじ。恪肋次力ら次へり化弩絶り淑悩ｼ。

－４一



4附き倒肪は．ズデロイ啼丿－昨用でaj1拗

及の上咄喘陪しり貳ぼす。毛拳(も心りまLみ。

け娠功嗚呼rしふ

油滴剖EL簾の峨I政粉徴ニ、

匹。

乙)才,奴の子と二じ尽嘔

､茄肺紬友「MG

－ぺ」とｺﾞ附7す同乱j

　

こ爺･ら絹痴Ｓ瀞丿喀｡て必成句耐。feiist-?きゐ倉鮑譜

石知よウにしてtlます。ﾓ・し£の齢刀ことも合旋理解じて４ａｘ絢則び≧ら

ヽ甜飢拷沁勁と紅っでりす。て白e絆破t沁r､φびりウらφまい・

メれなれ劾珊肛て之巍まば・

　

廠糾糾こと|まズロコ知抑1呵してもら旭幼心・

　

ロぶ競朋じ砧才気

では､明ｕてもが喀いので､つに

　

欧ｋ蜘心てもら匁似油谷乙名わず瞭l

-･茄ｙようK方jJ&厚吋。旅心目ﾋ為死双､々じひ障肖血火は旨く

にし雅のり嘸９事績C合げり臥豚屯し乙ぼす、

　

糾匹たこ宙応翻ひ哨妙燭lし匹蘇朗朗吊僻の蛎

う、幻聯嗜固さヽ庄きゐ廸吹加こフしてヽ城将と凛敷穿ことぱ如でし
゛¨””’9-jli゛

　

’‾

　

｀7ノ”’‾

　　　　

- - fj ―-tV(

だ。冷ま･痴妃吠加こ錯けi'K.Tm^凛々）剌｀。

　

こ必･らも氷河笥に3トカぶご:鰐匹之もづ、たＪうに、

呵iが之心JL撰妬

　

１つ蒼フ･丿げっで老幽･廸防忿･浬弐叱思っ

ています．

　　

の国山県の友

　

ｓ悩７=ｙへ陥吹ﾆ:じて伽ｋじｚｊ袋どズlこ

ろよ油物としてもμ縁故僻。

仏敵 山れ八重J-

　

４権紬2f珈ま.私,鳩も-ｓL充．－52年一^＼tm&>?Pa>{い=ました.

μもlメ,老）ごの難寿に１１Ｗiｔ汐５＝たφヽ嗚呼）日奄･ヽトフづちまｰしμ．

私は匈潰２河

　

冷11では,畜むﾆt撫称Ｒ彦べ密t〉雀の日如ぐ丿

いてぃllす．政してΓμμ佃’,‥,．と７砧ｸように如まし向い勿て瞰紛曇つ

Kダボ舞呟衣なお世叡啼実むμ曲豺だ．

私向撫には,･測ヽ|ね声船脚Jま窄ilを!し函めｒんのこｙ卿耐財す
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.ゐ輸差には力Ｋ似､私順応収辿引.だ．

九化ご'も丿

-'50年一頃

ヤがのｙ借卜

皿すで

か痴り娘妖婦四回どなフらいこ忿怨ﾀﾞ'刎｀．

頑漸叱･辰呼丿已沁フ必ちきり朝助にびヽると藤Γμる

　

頭粛哺功だ＆ご･力たか私呻むの丸き訣雄いぼび占

ほし効く眉回収幼吟勣吻こﾛ劾嘔きまCだ。

－５誕－１２回ｑ日正目匹l哺に口京蹟暁嘔保匯餉7掬釈二利息

ぷ著とﾆ汽と衣Ｘ匯し6哨の軟蚤喘屎旗知－７９爾饒卿鋪しぞ糾こ

り雨削ﾉました。

この6j絢奈酔ぐ叱まゐ乙人のチＲ似俯叫ハλして盈嵐浸して〉ヽ，1か心ﾉ

牡をぼ勿し捌快作へ舷雨今に聯脚叫し恥

しかし二こ嘩縮縮しん尽吻し私よ,･嵐レｃのこと尨戮ﾆゐと禰けて1乱られ

匹象戦駅今り大

政して北磁縮緬籾=がμ豺り極づＭＷ唐した，

　

蜃卵凛貼忽私淑こズ都知ぐいること禎減冷しｊＪこｰ，

　

細頷的一回艮鴫徊わいで一糾埓は嗇恥７痴い政して祀餉

叫跨画雖心ぢこ溺洙競郷紬冷卿，

政治餉Ｊこの佩レ(戈肩吻こび僕５=り収ば政哨胞はるｔ･ｌＵ仇

　

翔廠陳生口Ｊ吻齢)四1rゑ忿Ｚ之戦ぷ柿の拓名匹，ｲ繕のＳ

私鳶=徊凛'りにまて乙岬部齢柘さん，本苔に糾こりにするとこンフで７，

　

私も球心ずりま寸。みなこさんも明日もロヌぶをくるiﾌすこ回芙ご一日一回を，

ヤい，ポ呟きましよう

　

明f汐

（ﾒ:目回北濃癩映師，幽晦。･叱の劇４釦場晒μ帰ら･れたi姫岑の

　

心ん匹哨し)包｡冲考牌ヽ･μ７己しよ如ウ

この丈会に４祓施の‾葡とし略如ほし穴吹

　

山本さ以ｺ司ほうｒヽ(lyf^lljl

ら抑心嫁勣帥まり祚Fこ･らピい,‘７いｌ･め誕じ峨けまし尺

　

９きｌｔ!｣

　

(｡Ｍ．ｆ)
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灸
畝
ｊ

Ｓ
多
作

安則sぴに貧 てき

⇒

　

丸山爽子･

　

最終知，ｑ７４(Ｓ孝qjM･船したからか恥船印F向大郷肉扉

湘'と７５か,てきたことぼ秒Ｊす．

　

動ン札労科ﾒこ蔵末輝擲弓柏原喩え

挙噂簒)β4JI:ｉです・芦知･ら親政卒匹5心瓦フいては畑彊去

に書り硲2糾ぐ恥吟勿剛ｏ吻家冷麓４随5μ乖皓多可ここでは，

和㈲財政x励衿口硲こと|砥昶し４・なごむ～溥允てきた印こっスベ．

ヽ畝政で后い剥.

　

=|μi軋怖抑㈲卯区苅㈲４測哀吋心騨しためi^mKO{:<>お得作田

だした・恥tま鳶喩6匁箱!ばず,とＸ咆t話でしたので，下宿し勧吻喋に直

々こ回７を=ｔ廳じではした，

　

け咬汀むひ劫,生細捗妙こ働ガラスでの參

己紗肺廊ﾐ躇知こと皿4.ますとおぷJL.てし1ただくこりくT惣藤

が４凛珍さと7欧だこと]につい７は脈粉こ及め旨以政るこ６７ききばとしタ

釦ぐフけいたれ・ていμ芭きました詞のお蔭でμ･占倉面こ:活齢するこ?とﾆか可きｊ

したし

　

ｊ恥心吟μ蝶Ｒまと切jと旅かおることで自廠両献だったと思し･

出しす-1トワークをごけること珍冬きぼし乱良細ところﾒこ哨φ孝しマか

りは顧μ路輦紅呑っ７タリヨし糾愕つ丿餌R卯，マ剱卵胞ｆ硲け

てし=シフこと紬仰ましμ．冷では勤慢七コ外Ｄり吽ること岳ぶりまtﾆび:．

　

大i吋はま印瑶陶疹Ｅてぎましだ{

　

この斯．

　

旭日７の尚細話包口

カぽさ励防さました，まり糾を脆彰を昏限叫弥ﾆt名丿卯こ痴雖蜘(゛耀(の

払勁れ荏じび那将絲紗差詰頒した引廂命

奄牙廓紀心９鸚レ話だ生きると:1之乃いうこ曰嶽哺す配自雌功屯

こｕ惚きまじた．

　

穴して助りこり詞Zのを陥幔以彦.ていま乖

灯岸斟剱．嘩似島だ子とﾆ紬,りゐごの？きる糾ｋ虻砿いと漱睦いき求

　

こ消部厚宦廊激吻ｙ畝む知．眺酬tつ毒膏仰軸吟にと吻ｔだ

と罫い４喘幻魏は鱗鄭捕乙洽μヽ奴ボデう=フア鴉□Ｆ績饉吟壽

勤して支流勁ｱ)拓妙刎‘．

　

洲収乱心吟は芦豹ろ会鵬脚右ごｋ吻面咸で,jす，

－‘?’－



．大.したこと]ずぐき訃ナぶ以．やり狐|のある仕零竃ﾆ:訃､ていｊ寸．

司泌筒４あか(おらとのおし４ぺり肆し八りな?フ？ず．南弥:ついさり

ﾉ嘲唆命埓?はっとしウごとせJ励ま袱々4叫比附ように画歌二匈っ７いろ

Ｘ以ｼと:碍訓つい肺ＵＲしべりは､み動柏斟礦働熹３蹄し６尭ると1り

卯朽捗り､十外息釦け句ぼ曳､おゆ畝し吝す．

　

こ斑からり払と=多他郷良と齢ク頑なぶ反収!と旋りたらと2弘て

い孝す．

大動脈炎妾候群にな｡て

　　　　　　　　

お柘･ろ会加陪ろひろば峻源ｺﾄ･

　

畑Ｏ曲報錨勣胞恥しりと,師を釦加はや暉駝した．鉢頃

齢ぽて１裔働て匹約５５耳もかて心ですねて衣は屡好明端匈E

む'帥晦欧とい嶋岐疼べ齢鷹卵嗅け以し鳶．

　

制残奴忿-つたのは酬船叫球から耐．左右疎瘤i5(･･りμ･漣噛

ること．繩価に血7勁鷹;．てヂ船脚叫脚功細雌tでめφべ政の1=穿は1まだ

凝附｀あべ瀦１山，てび万助晩幻まてp,わっ゛忿はし鳶ヌ(ｱ唾勲限･てき

だごとに§時嶺屁封吸乃回喋りi数分友客になる･忽藍制彭傑，て

いゐ糊昿蛸喇口いた７びらμ，元の禎の鮮無辺ｊ.血刃Ｊ咆ユ吻両みを

處.けること≒静眠層．マい石方Ｋ:は連接とμ馳ないふうに公時兌してきた．

　

こ端恥面奥むずふしし病鍬ご紺で勁ぐ翻芋卑勺匯もをくいろし９な苦

痛恋衛tびでてきた,私詑に梁筋でヽ･鳶以會/収心匹匹)φ･じ后やふ挑冷ほて

T歩行=akになってλ陀したわ刎回申は熹り艮仏て難肋く漑碁団乃に．々,ｼﾞ博敏

1おlりがtＷに島いのに驚がざ浪．

　

々の頃地切痴座ふたこ吻柘由湧に乳幌丿内毎齢吟

　

哨靴将しい蘇脚咄

庫tズＳしズいただく比ができた．

　

浸こでぼ勁てこび脚S政玲当哨噂

悒知るこだに台石の耐．然｀涛に老僧叫泌だ考．夢例哩碕知t

細微攘/￥沁何如必彊しといりごと芯肺．目μ臥真黒Kｔ,た．桝

りり眼嘔鮒ご臓厚冴締高右方で駄ってしおにてい詞ﾑの胤Ｓ手勘･けてｒ唱配拓

な..，こい吋1ゆべrりじ時血り117た諺a即心･･だ脚)1む1(凛t場爽８夕．
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むｆｒさ．た．あの時･跨帥闘岬L孝載7拗砥la但攻=Ｆだ、今･孫

　

‘汐八院抑応が吻凍べいゐ．４蹄４副漓笹いてイ萍卵血が

刺刺経片肘こj内哺嶮騨忙入貧しました、

血勣捧鰍も蹟ａ匹４の後磯酷肘るおに飢嫌りてｊp
,忽噸船･はじめて据蜘拓冶ヽ,た肺柘鋳ず必(でぽした．

この勣吟冷桐屹いているﾌ1レドニンl曹利･こよ,ざ祖吃よりだ しかし柵

訟無恕無叶ご言言
S11jjは妾㈲のｳちによ心乙ごじ誕てしまったk為球弼･Ｍ祢

刄
･虻と万頃汝

　　　

｀'｀"■･_-/■--v^り)ノ･
０

癖政=ｓヽの．

軒にぶ剔好、つ妁嘸呼４限励もlつの冶

0嫁じて２３財･川春帥っμむ呑なﾆいっで＆掬鴎k句ちだ

○果’障べ怖だ紗に潮岬豺紡鱗声時のレ゛テ劾肺弛
た・和順からず、しり.と幼齢轍鴎らてし錬孔、

入陀４回

　

ぷ忿茜iにtａること]への不砂叔ｱ)り，このiま呟さてもヽ=E峡

四大皿に大きな齢こ知命ク渕ぶ．

　

心頃娠北肺5癩吻靫:いって老ぶ碑㈲ｊごず,た馮峰静淘如

心ﾉ⇔ま･･皿tltさ循ってい･Ｍ観て匹.４芒ﾉＳりぬ

鮮鄭ち心，て哉ま妬が遥

　

宿獅吟ま％朋持参老ｒを吃乙助ひ剱μ.Jご恣ｋ享こ堂．

肘1か.だ咄に祝は

３ｅ勣嘔しぱ枇綬い巳め雌露㈹冶，て，令回牌で直径日轡￥

り幽僣陶･i鮮.廳寿皿と暇取始洞屁老齢

ぼ同旨謳固両輪と洽，て舶忽端剱啼満開こ后こり，聊躇公梵男肺眼

志の懇命心ま禰糾tろました，皆喘1に峻謝しましμ．しかしなtもいり

まび卿紅りｔ忿心･．

　

現尚如は琲耽こ沁匈樟球漆価か

鮮陶防る駄'で･拶匿佃さ峻礼)と尽ｸ．

　

３皓で声知ふらり壱細海波,て勿した，μ融批以1､こ

ぬだヽ何勿)は噌勣如家紛噸呻吟哺瞰7,昿斟が直心

以'Ｘμ此竃ｙこか乱だ．
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こβ輝騨鷹訓９貧匹３・ゆ|曝将砥1吻と賊ぼす.

J難路‘臓も椿り恥て,徊晩峠よ消差ゐこヽり収J，けにたまたま

メ勧靴卵恥部蜘秘に秘胆殉にスい笥各ｍＪＪＭ７ ５

ぺ昿せズμ疸比７い石，rち・μごｐ亦匈んこμこちらとい

揖１やのに，

　

ご岫部乖駒草吹毎指麟r劇契

　

ています，

　

こ畑吟はEE噛で弟ぷａ婚,吋す;汐璃岩うんくれく担ぶ雌カ脈疹さ

ｰヽでFさい．

　

お陶砂窓ｸ時鍵り噸ケFさしり咄吋姉りぼか以肌

　　　　　　　　　　　　　　　

５Ｓ q 30

お琵り嶽ク

　　　　　　　　　　

藪木叔易

躬緋吻立いまLた，

齢姫艮妖肖喇蜘。砂船牡二軸醐

乖,ﾒ麦で｀紬。

　

ｉt･i(冽勣匂全ｸし加西叫右Ｊ下こら胆1･です。

船齢ず気絢水心ら頑張｡四しl.

私心ミヶりＲさの隷ぴこな,て飢凍ヱす。おり弱嬉,てしまいました。

血曽応１少磁いので以眼吻吻限り兄址屠さみ励IJ多備張じよク禰

加勣叫付錐剌細細４り他律岐冰気

官つ「応よクにしズい徊掌俘

輔堵四鯵胞っけこい

滋出向儲山師扉氾絹帥呻參ﾅ

４した。な薩加齢ず気長４注するよクはユめれ1ました。

他鋤昧)紬糾球細微㈲碓噺

四冷扱嗜･尽吹かこ無事朗亀欧詞４き

４決。こホ緬な蜂JI埓皿恥りヽtｅの皿て，

飢営悶防々の賜ｔ獅攻います

夜･ｐに

　

匈Eμよりｌべ0蛸押縁勤;ズトLズをおご柚むしたので榊1郡て古

緬紅芦酔イいil劣

　

ｇ嶺抑嗜との時じたら指圧,マ｡，サージへＳｔ･。ヌ肉震

源ｉ吟を住にも･梱察し｡払1叱升夕越さないた洵こ

　

こン＝々Ｑ迪出演測F。たといり

　　　　　　

－10－



　

湧４齢１ぶ：ぎキｊウレオtj匈４‘匈涛徊峡r吻剽収゛す。：

我iご？はｉ知加賭:|0 19yt４新するJ刎Ｑ釦奏Ｃ芒います。これよ･,北ﾐ菱埴

梅厠勁惜敗フ坤軸靭埓麻ぷ)。

　

糊勣ね心台磁勃ボてぃる晩以遠の|りc穐４跨ぞ散熱1ぺＸ合ヽさせこ頂い

たむのです。

　

冽靫御大乖峨ね匈４四い罰｀と5匹埓しく丸廊呻μ=哨け。

蝸八紋で‘g鰹じT=さい

　　　

(この聊轟はぶす如何岬jの靭りトさμｺ∂,孝信糾？勾

康必陣剖|太会ｄれｚ

　　　　　　　　　　　　

Ｓ中SI参

　

辿冶知1廟映却に徊抽入りしてまだ2其βです

５･５隅冰棚釧鴻く刳μ峨Ｓぢしく昏融かンし

４畠）

　

・てしまいました。

今孝までμるじ５．６耳命･りヶレヂフあおこ。ちが

誓し之なり靭９ﾄ即柾=みて1･芦だ･向り四･:^d＼ Iま.さ㈲ず仙争

心フラナでｇりまし托･

　

め齢,彪順応･i｀４砂,乖S化知ら空,μ忿･才物ｔｊ一吻蛙ｋし心ヽｋμ吋し

た．そ抑伯砂金z鯵葉吻,ｉ郷」沃蝕隋き侭もと絢昨.しました．剪叩

血喩･ぐ1ﾐｋｙこじｰﾌ,Eljt（ｕl･かｒで戈

　

片向原四ま齢訟で下ｷﾞ郵詞k

皿ﾓで郎ろごづX

　

．糾りでう;

　

岸亀で府心哺卸嵯けました．出膨p

より辨陥楕七甜tｙに励ｃ゛のﾒﾕ刻知内fで引価かこつ§喊邨宋ぺ１洗

は鳶沢柵／方右跡こμぶ妨はあ彫勃･丿丿珀jマノぢt又休部け作限｀

吋よ妃ｔ

　

松廊廓揃６脚部はC明し力ぶ刄也元，ぶ刎ﾝf

ク1μ盆です．噺黎力φ如縦二/メご怒辿こ芒いすす;

　

為政叙聊だの参？伺桐口艇しぐ壽L忿寸礦秘わ得４てずμわtフロTｙ

ロしてI剛唐した，秀志頻励妨抑哨仁の弗IM恥四丿侮い晰の取≪加ぐ･

もう･ケtｊ＆既あ，て統りx･,Ｒ，

会場か収心略?≒μぬヽ,タ４命尊で澄直から祖きのf恥砂,け乙濃．た奪

重９６吝1でし鳶,．も八端知に砥1齢r捧･.･鳶ましぶり紗のe珀りゐコミ

－|卜



ゴにｰふllご・拓郎lkl細j･仰咄々する£)のｒむ

'聊:してから孵防砂r，氏ちな知りμJと冴L求衿ゐ会邨叶鴎:頑!-ａ吃ゐ，

勧帥映対陣ダ吻芦騨嚇拙しヨ㈲糾明

で皿愧好尚。叱痢叙感ばで丿る涙淵作名な刎功,｡て1,1る俤1でＦ

気)，私もｄ莱る烈1冷唯い牝ロたしす孔

　

立申通り鴻図吻゛ぶe明日Ｋ良く呑ゐ拠ｓ捗晩副ん

　

絢にび友庫り

　　

dﾆ淑啼

　

結略フ礦

　

子供の辛

　

劇紗沸

　

和知こと

　

尊

鳶し合う畢ぱ鳶之な麓４ずです。

二秘６咄しが辣り･し珍。

　

畷尚秘無体:お特机て刀吋す。

ｅ

　　

話ｍｌＱ揖陽恥311ﾆ糾EW皿ま万_，の武下政手さん

　　

(田仕所Sc弟釧律ｑ兆酌１４７日μ確婢存じのちいお拡瓦

　

50耳頃

　　

iまで帯なＫぶられた訟玲こ恩いｊオ。田中さな啼斟必しかﾌﾟで粕旦。て郭鳴吸

Ｑ

　

回中さん口申さ祀対こご胴ﾋ老tです｡

　

○鰍速1僧凍匹匹1j鏃紅‘う向動感しい妬參り鍼り‘りさ-７

　　

い素呪及して。陛き'hn]t(7ii.なー願いなおざり持ヽ゛乙噂すI

　

Q剥帥な担当して感じよ勒とは｡耳４.琴業池或心ごXｺS・り,む

　　

ボ5ヽしt･向象噛㈲=す。しがし｡皿四力包じ乙老･ら

　　

ｰ，で.ｕらご口疎略こず。わt浪きfjみ会肴さ沁な1=ｋ･れrａぼ廓ぐ冠

　　

次磯哨測四燧齢お鳩頒うま

　　

癩訣μじて占必妬心池島心知浙ります。

　

虚心か匹，５ｇＺ〉φ市こフ11てfま鰻四轟φゝ･消磨齢Ｋ何

　　

丿弛斜斟哨事胞蚊いたこでは私だ挺卯こい=ます。

　　

綿稀叫靭河東胤晰クち昿旅奏

　　

証しからだがμｌｉＮ循ことは,遠略飢心齢しまして釧1喝を艶

　　

衣ｙさら參‥肺かり

　

琵肺肘る匈必脚郷駝す。

　

感服葡は一Ji達ﾀﾞ)旅愉こ糾准弓の仕舶翁る咎'，廳御調挿加武司織lk

老。匈防楯ＦＦ魂。？す， しβ1し

　

磁拓馴昏虜吻臨幼曝蜘巍

　

ＬマＪﾆぶり弓す，Ｕりぐって機卯師お４れるごｃ右択躇す。

⑥印さＫ榊涸ばいまt二后二千こ。ンｔ畑7にじ催し功紅ｔ

　

息す粕妁雌哺幼り=琳申しれぱす。

－μ－



末冰拿

　

全遭から一堂に

　

車零拿

　

本格的な軍さも、今一歩という１１月１３日、浜田先生のご協力により、

北梅道難病センターの大会議室で、多発性硬化症(MS)の第１回医療相談

会と患者交流会が閲かれました．今回はマスコミ（別紙.）に大きく取り上げ

られたこともあり、多発性硬化症(MS)の会員さんも一挙に２０名近くと

なり、当日の参加者も避内各地から緯数６１名という盛大な会になりました．

　

（患者本人と家族で４３名、先生１名、難病連相談室４名、理事３名）

　

参加者の中には、この日を待ちに待ち、雨の中遠く美幌町や函館から、汽

や車でかけつけた方もおりました．

　

医療相験会は、初めに太田会長の簡単な挨拶と建病達伊藤建雄代表理事の

挨拶の後、さっそく浜田先生から、”多発性硬化症とはどんな病気がとい

解説と治療の現状などについて、約１時間位お話があり、その後昼食をはさ

んで、待望の質疑応答に入りました．

　

何と言っても質問の一番は、自分自身の症状と．どんな治療法があるのか

と、当然のことながら．これからどう進行するか、リハビリーは必要かが多

くを占めていました．

　

一応の質問が出終ったのち、患者、家族同志の交流に切り換え、自己紺介

をかねて魯々の体験を話し合い、交流を堤めました．

　

交流会のなかでは、こんなに多くの患者がいるのなら多発性硬化症の患者

会を作ってはどうかという意見もでて、あっという間に予定の４時間は過ぎ、

散会となりましたが、まだまだ話し足りない、という患者、家族の方が多か

ったのでは、と感じました．

　

盾方から見えた方、疲れは出ませんでしたでしょうか．又来年お逢いしま

しょう．
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なお当日の医療相談会の模様は、夕方６時からのＳＴＶテレビのローカル

ニ.ユースにも、とり上げられました．
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＊本末

　

医療相談会のテープがあります

　

＊冰木

　　

あすなろ会では、医療相談会や交流会の記事を噸次「特集号」として、

　

機関紙に掲載する予定です。いましばらくお待ち下さい。

　　

又医療講演会や医療相談会のテープをｉ・1とする方は、送料共15 00

　

円を、病名を記入の上、振替口座にて送金、お申し込み下さい。

　

テープは次のものがあります。

　

◇大動脈炎症候群医療講演会（昭和５６年ＩＯ月３１日実施）

　

◇大動脈炎症候群医療相談会（昭和５７年１１月１４日実施）

　

◇多発性硬化症医療相談会

　

（昭和５８年１１月１３日実施）

寒水＊

　

難病センターの宿泊施設の利用Cこついて

　

‡末末

　　

北海道難病センターも問もなく一周年を迎えようとしています。そのセン

　

ター4ま様々な機能をもっておりますが、宿泊施設の利用については、案外知

　

られておりません。

　　

又難病センターは、北海道に住む難病患者と家族のためにつくられた施設

　

なのでみんなで有効に利用したいものです。

　　　　　　　　

記

　　

１．宿泊施設は、どなたでもご利用いただけます。

　　

２．身体の不自由な方が利用しやすいように、各種の配慮がされております。

　　

３．症状の変化に対応できるよう、設備を整えており、安心してご利用いた

　　　　

だけます。

　　

４．料金は、患者・障害者､と一般料金に分けられております。その家族や忖

　　　　

添の方がたも患者・障害者料金となります。

　　

５．現在、朝・夕食は、弁当の配達ですが利用者が増え、たえず満館の状態

　　　　

になりましたら、自家製作と配膳が可能になります。

　　

６．宿泊施設を利用したい方は下記に問いあわせ下さい。

　　　　

北淘道難病センター

　

TEL (0 1 1) 512-323 3

－/､j｀



W

　

後縦剱帯骨化症の医療相談会を３月１８日（日〉午後１時から、北海道

難病センター（札幌市中央区虞４条西ＩＯＴ目

　

ＴＥＬ･0 1 1-512-

3233)にて行う予定でち

　

同病者同志、又は看護される立場で日頃疑問に思っていることなどを含

め、専門の先生に伺ったり。話し合ったりするチャンスです。ご出席をお

待ちしております。

　

なお、宿泊を希望する方は早めに連絡ください。

また、本人が参加できないときは家紋の方の参加を歓迎いたします。

末冰冰

　

心

　

冰末末

　

上咽頭難よう

　

吉田さん（札幌）／

　

橋本氏病

　　

山根さん（常呂町）

　

レックリングハウゼン氏病

　

村井さん（札幌）・板垣さん（函館）

　

後縦剱帯骨化症

　

阿部さん（静内町）・小林さん（札幌）・赤塚さん

　　　　　　　

（室蘭）・新田さん（札幌）・宕ぶちさん（室蘭）

　　　　　　　

・新岡さん（室蘭）

　

多発性硬化症

　

中村さん（美唄）・八重樫さん（美幌町）・谷内さん（

　　　　　　

砂川）・柳原さん（苫小牧）・幸坂さん（札幌）。

　　　　　　

高松さん（札幌）・北村さん（札幌）・村松さん（札幌）

　　　　　　

･拘木さん（札幌）

　

急性横断性脊髄炎

　

西村さん（中札内村）

＊冰末

　

皿

　

末本末

　

会の連営は、皆さん一人ひとりの会費によってなされています。機関紙

「あすなろ」に、振替用紙を同封致しますので、その時はお近くの郵便局

から会費を振込んで下さい。尚、振替用紙の控をもって領収書とさせてい

ただきます。

家家末冰拿本冰末家家本末寒寒末末末本本本本末家＊冰末:t: :|::･:4:4:≫拿

末

　

郵便振瞥口座番号

　　　

小樽

　

1-7094

　　　　　　　　　　

拿

冰

　

郵便振替口座名

　　　　

あ

　

す

　

な

　

ろ

　

会

　　　　　　　　　

末

末

　

振替郵便局

　　　　　　

各

　

局

　

共

　

通

　　　　　　　　　　　　

末

末本末末拿拿寒水寥拿本本本寒拿冰本拿家家拿家零本拿本本冰拿本拿家末

　　　　　　　　　　　　

-／ざー



本冰本

　

編集筏紀

　

拿末本

　　

☆

　

師走の寒さは肌をつかんばかり、悪者・家族にとぅて今年の冬もき

　　　　

びしい毎日になりそうです．

　　　　

先の多発性硬化症医療相談会には事務局として驚くばかり、前日は

　　　　

２４名程度の予定でしたが間催してみると寥加者５０名、来い地方

　　　　

に多い疾病とﾀ）ことで患者会とし|て柱ひさせたい願いです|．（白鳥）

　　

☆|今回|は「大動脈炎症候群」|の特別号を織集いたしました．独かする

　　　　

までの間あすなろ会の小部会として独自に医療相談会、患者交流会、

　　　　

郎会報の発行を行う予定です．会員の方のお便りをお待ちします.

　　

☆

　

室蘭地区の理事に赤塚収さんがなっていただきました．室蘭支部準

　　　　

備会との横のつながりをもちながら、赤塚さんを中心に室蘭地区の

　　　　

あすなろ会が大きく発展することをねがいます．

難病センターは、

　

▽

　

．
このようにご利用いただけます

Ｉ
；

●相

　

談

　

医療、福祉制度、年金、陥祉機器、法｜

　　　　

律など、竃話、手紙、ご来所をお侍（

　　　　　　

しています。

　　　　　　

(月咄一一十曜日

　

午前10時～午後５時)

●会議室

　

患者会、障害者団体などの会議。講演

　　　　　　

会、研修会に。(午前9時～午後9時)

卜宿泊室

　

患者、ご家族の皆様に

　　　　　　　　　　　　

(乍後5時一一午前9時まで･)

●開館日

　

μ

　　　　　　　　　　　　

(臨時休館日があります)

(申し込み)難病連事務励(電話01ト512-3233番)

　　　　　　　

へ電話またはおｆ紙で。

●宿泊宣(/び･､､うひａ･lｒ4ejμj‘が゛々'゜｀ク１ず

区　　分
使　　帛　　料

和　4‘ 洋　室

1
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呻２入 ■ 1.500 ゛7S " 1.800 “　!K）○

１３入以上 ″1,300 650
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●地下鉄：載西栂

･l1/-≫'バス：

-／外

- ･ － －

過

㎜Ｄ勧ヽて10分｜

南北碑㎜より徊ヽて15分

（南43嵐駒内行西jl丁日発

(AM) ≫　　札幌駅前発（西11丁目経山）

(*64)

　　

M

　　　　

札幌駅北um ■　”　　）

(m5s)硬石山斤札梶駅前随（すすきの経由）

●じょうてっバス

(7)みすまい･定山渓行札幌駅ターミナル尭

　　　　　　　　　　　　　　　　

(南４粂暖由)
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昭和４８年１月１３日

第三種郵便物認可

ＨＳＫ通巻14-0号

発

　

行

編集人

発行人

あすなろ

第３７号

昭和６８年１２月ＩＯ日

毎月】回

　　

ＩＯ日発行

個人参加難病患者の会

あ

　

す

　

な

　

ろ

　

会

北海道身体障客者団体

　　　　

定期lp1行物協会

ＬＷ－－－四－－－･二皿●ｌ－－･ , . , ,,, , J
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